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第 2 章では，普通赤外 N20 気体レーザーの性能の改良を目的として研究した成果を述べた。可飽和





用いた場合の発振特性に関して得られた成果を述べた。 CW 及びQ スイッチ N20 レーザー励起による
NH3 レーザー及び CO2 レーザー励起による CH30H レーザーと CH3CN レーザーの各発振線での発振特
性を明らかにし，一定の励起入力のもとで遠赤外光の出力は適当な圧力(最適圧力)で最大値をとり，








換効率10% を得た。又発振特性の管径依存性及び共振器長依存性を明らかにし，共振器長 5 cmで管径
6mmの超小型の共振器を用いて初めて遠赤外レーザ一発振を得た。更に CO2 レーザー励起で従来報告




N20 レーザーの研究を行い，次に CO2 レーザーあるいはN20 レーザーを用いて， NH3, CH30H および
CH3CN ガスを光励起して遠赤外気体レーザーの発振特性を明らかにし，更に，銅，石英およびガラス
製の円筒管を用いた導波管型の共振器について出力特性を追求し，発振しきい値の低下，及び導j皮管
を用いない共振器に比して一桁程度高い光子変換効率を得，また非常に小形の共振器でレーザ一発振
に成功している。
この研究は，遠赤外レーザ一発振線の数を増すと共に，遠赤外レーザー管の小形化と出力の増大に
大きく寄与している。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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